
第３回 ：火山噴火と地形学

東京都立大学 都市環境学部 地理環境学科 
地形・地質学研究室　鈴木毅彦

自然地理学オンラインセミナー

2020 年 7 月 5 日（土） 
13：00～15：00  

Zoomによるオンライン授業

1　地形学と火山灰編年学（テフロクロノロジー）　　　　　　　   
2　災害の発生と自然地理学 
3　火山噴火と社会：知られていないリスクから超巨大VEI 7噴火
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研究テーマの変遷［地理のテーマは広い］ 

・きっかけは，山の地形や変動地形への関心　　 

・平野，とくに段丘・丘陵の地形発達　主に北関東～信州，関東全域，また火山灰編年学へ 

・火山噴火史　火山学・第四紀地質学・火山灰編年学：主に北関東・中部，また東北や全国 

・大規模噴火の研究（1999～）　とくに東北のカルデラ噴火，最近は水月湖のテフラ研究 

・東京の地下地質（2003～）　　関東平野の形成過程 

・治水地形分類図（2010頃～） 

・東日本大震災（2011） 

・地震動による斜面崩壊（2013～）　　←東日本大震災（2011） 

・東京都立大学火山災害研究センター（2017～）　　←御嶽噴火 

自己紹介
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貝塚爽平（1926～1998） 
東京都立大学名誉教授
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鈴木(1990)　テフロクロノロジーからみた赤城火山最近20万年間の噴火史

4



2 1 0 -1 -2 -3
0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

Sagami R. Ara R. Kinu R. Naka R.

HBP=A1Pm=TE-5

Azuyama s., Sayama s. Kitsuregawa upper s.

Sakashita s.

Hodokubo s.

Odamaki s.

AT

←Brunhes Matsuyama boundary

δ18O（‰）

Kobiki s.

ka

5.5
6.2

7.1

8.2

9.310.2

11.3

12.2

13.3

15.1

16.2

17.3
18.2

19.3

Hoshakuji s.

Terrace surface

Marker tephra

On-Pm 1

Kitsuregawa lower s.

Tama R.

Tc

M1
M2
M3

Main fan s.
Younger fan s.

Chronology of middle-reach fluvial terraces in and around the Kanto 
Plain during the late Quaternary.

Compiled by Minagawa &Machida (1971), Machida &Arai (1992),  
Akagi &Koike (1978), Kaizuka et al. (2000) and Suzuki (2000). 

KMT

??

0.58-0.69 Ma (Suzuki, 2000)

0.62 Ma (Nakazato, personal comm.)

鈴木（2000）

※10年に一度の地理学評論のつもり

Suzuki (2008)　　　　　　　　　  　　　       　鈴木（2000）
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Pacific Plate 

日本
海溝

太平洋プレート南海トラフ

フィリピン海プレート

ユーラシアプレート

北米プレート

背景は「日本列島の地質CD-ROM」より

前弧海盆

関東平野の正体　 
隆起した前弧海盆
関東平野の起源 

フィリピン海プレート沈み込みに関わる
前弧海盆としての関東積成盆地

貝塚（1972）

相模トラフ

前弧海盆
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南関東・南部フォッサマグナ周辺における3 Ma以降の古地理図． 

深度群集にわけた底生有孔虫化石から作成された古水深分布図として表
現されている．図中の数字が水深（m）を示す．［北里（1987）やそれを
加筆した町田（2009）による］
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貝塚（1984）

鹿島房総隆起帯はPHS北西進変化に伴う構造．←その説明は？

3 Ma 現在
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杉山（1989）

鹿島房総隆起帯はPHS北西進変化に
伴う右斜めずれの屈曲構造の表現？
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2011年以降，約8年間に発生した主な自然災害 

　震　東日本大震災　     戦後最悪の地震災害，津波と原発災害      （2011年 3月） 
　雨　伊豆大島土砂災害     火山での土砂災害，死者・行方不明 39名   （2013年10月） 
　雨　広島土砂災害      豪雨による土砂災害，死者・行方不明 74名 （2014年 8月） 
　火　御嶽火山噴火　     戦後最悪の火山災害，死者・行方不明63名 （2014年 9月） 
　震　長野県北部の地震     長野県神城断層地震                    （2014年11月） 
   火　箱根火山　           活動の活発化と小噴火                             （2015年 6月） 
   雨　H27年9月関東・東北豪雨災害　鬼怒川の氾濫              （2015年 9月） 
　震　熊本地震          活断層による直下地震（犠牲者131名）       （2016年 4月） 
　雨　北日本水害　　　　   北海道・東北を襲った台風　　　　             （2016年 8月） 
　雨　九州北部豪雨 　　　梅雨前線＋台風，死者・行方不明41名　      （2017年 7月） 
　火　草津白根山の噴火　　想定外の位置で発生した水蒸気噴火死者1名  （2018年 1月） 
　震　大阪府北部の地震　 M6.1直下地震，死者4名 　　　                 （2018年 6月） 
   雨　H30年7月豪雨      豪雨による土砂災害，死者・行方不明251名 （2018年 7月） 
　震　北海道胆振東部地震 M6.7直下地震，土砂災害/液状化 死者41名（2018年 9月） 
   風　R1台風第15号     千葉県停電 　　　　　　　　　　　　　　     （2019年 9月） 
   風　R1台風第19号    千曲・阿武隈川など水害 死者・行方不明 95名 （2019年10月） 　　　　　　　　　 
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2011年東北地方太平洋沖地震時の地殻変動

国土地理院HPより国土地理院HPより
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日本の火山 
456 第四紀火山 

産総研HPより

日本国内では456の火山が知られ，そのうち111が気象庁により活火山に指定さ
れています．さて，どこの都道府県に活火山が一番多いのでしょうか？
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多様な火山災害

•火山周辺の局所的な火山災害　溶岩流や小規模火砕流，火山性泥流 
•津波：火山噴出物が海になだれこんで起こる津波や火山噴出物が川をせき
止めた後，崩壊して起こる洪水による少し広い範囲に及ぶ災害 

•大規模火砕流や降下火砕物による地方単位から日本列島スケールでの災害 
•全地球的な範囲に火山災害
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鈴木（2013）
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埼玉県環境部環境科学国際センター
2013年作成web版

「埼玉県ボーリング柱状図」

83000057地点国土地理院治水地形分類図に埼玉県ボーリング地点を追加
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鈴木（2015）『ハザードマップの活かし方』（岩波書店）中の図を加筆修正
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日本第四紀学会（2009）『 デジタルブック最新第四紀学』

3万年前の南九州，姶良
カルデラの巨大噴火

現在～12万年前のVEI=7噴火のテフラ 　
18

鈴木毅彦（2020）
第四紀とは，我々の
身近な環境が成立し
た地質時代である．

鈴木（2020）
貝塚ほか（1985）『写真と図でみる地形学（増補新装版）』
より
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Fig.	VEI=7噴火による火砕流堆積物分布と	

　  人口分布	

（平成27年国勢調査：1km	メッシュ）	

QGISで作成

Aso-4

Ata

AT

K-Tz

阿蘇４（Aso-4）	

　　　12,535,843人
姶良Tn（AT）	

　　　2,324,107人
阿多（Ata）	

　　　2,093,627人
鬼界アカホヤ（K-Ah）	

　　　   385,055人
鬼界葛原（K-Tz）	

　　　     66,955人

＜火砕流別の推定犠牲者数＞

K-Ah

阿蘇カルデラ

姶良カルデラ
阿多カルデラ

鬼界カルデラ
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VEI＝7噴火が人間社会に与える影響の評価
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日本列島をとりまく自然災害
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・歴史時代の噴火（607年間）	

　　：19,609人／607年≒32.3人／年

＜年間犠牲者数＞

＜層厚10 cm内での電気供給量への影響＞

VEI=7噴火（12万年間で9事例）を対象．	

将来的に同様の火山活動が発生した場合の日本社会への影響を試算．

・VEI=7噴火（12万年間） ※火砕流到達範囲内	

　　：19,468,355人／120,000年≒162.2人／年

＜火砕流による推定犠牲者数＞
1,254万人（Aso-4）～7万人（K-Tz）

Aso-4やAT相当の噴火では	

80～100％の発電所に影響あり
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Young Toba Tuff (74 ka, Toba caldera):  2,800 km3 VEI=8噴火

The -73 ka Toba super-eruption and its impact: History 
of a debate; Martin Williams (2012)

They found a maximum cooling of 10 C and 8-17 C for the two models, with recovery after a few decades. 
They concluded that the volcanic winter（火山の冬）.

Harpending et al. (1993) analysed the mitochondrial DNA of extant human populations and came to the 
interesting conclusion that all modern humans were derived from a small founder population of humans, 
possibly only a few thousand, who had previously suffered a major drop in population numbers at some 
time between about 100 ka and 50 ka. Ambrose (1998) developed this concept of a late Pleistocene human 
population bottleneck and in seeking a possible cause for the drastic drop in global human numbers he 
was led to invoke the late Pleistocene Toba eruption as the most likely cause.

トバ噴火破局説 
火山の冬＋人類が滅亡しかけた？（世界の人口数千に減少？）
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武蔵野台地，立川段丘 
（東京都調布市）

丘陵 
厚い

段丘（台地） 
やや厚い～薄い

沖積面 
（低地） 
無　 

多摩丘陵 
（東京都町田市）

ローム層と地形の関係
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過去9万年間に 日本列島各地に堆積した
「ローム層」の厚さ

関東ローム層以外もあることに注意！！
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「20万分の１土地分類基本調査」地形分類図 
　国交省国土情報課よりGISデータ公表

2011白河市葉ノ木平

1949今市地震

2011喜連川丘陵

1923震生湖

1923根府川

←伊豆大島に着目

1978伊豆大島近海

湿潤変動火山帯に位置する日本列島の地震時流動性地すべり
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